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　行楽の秋、遠くに出かけるのもいいけれど、身近な江戸川に出かけてみるのはいかがでしょうか。
江戸川には豊かに広がる水辺空間があります。市ではこの空間を活用し、憩いやレクリエーション
の場として整備をしています　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎ 712-8632広報広聴課

身近なようで知られていない 江戸川 の魅力

　江戸川堤防部を走る
サイクリングロード。富士
山やスカイツリーを望む
ことができ、休憩施設、
案内板なども設置してい
ます。

　多くの歴史を積み重ね、今
がある江戸川。今年、常夜
灯公園にあずまやが新設さ
れます。平成31年には妙典
橋の開通、平成32年に行徳
橋架け替えが予定されてい
ます。

　昭和３２年に竣
しゅん

工
こう

した行徳可
か

動
どう

堰
ぜき

。当時は東洋一のローリングゲー
トを有する可動堰でした。その役割は
２つあり、１つはゲートを閉じることで
海水が逆流することを防ぐ機能、もう
１つは洪水時などにゲートを開けるこ
とで、水を安全に海に流す機能で
す。江戸川水

すい

閘
こう

門
もん

とともに、日々活
躍しています。

　桜オーナー制度によ
り植えられた桜が４カ所
あります。

桜オーナー制度
による河津桜

桜オーナー制度
による河津桜

桜オーナー制度
によるソメイヨシノ

桜オーナー制度
による河津桜

●市川関所跡

夏は市川市民
納涼花火大会

京成線

常夜灯公園

　文化9（1812）年に江戸との航
路安全を祈願して建てられた常
夜灯。現在、周辺は公園として整
備され憩いの場となっています。

健康遊具やグラウンドで
体を動かせます。

放水路工事の様子
（国土交通省 江戸川河川事務所提供）川を身近に感じることができる「川まち 行徳 塩まつり」

江戸名所図会 行徳船場

気持ち良いサイクリングやウォーキング

これからの江戸川

60年もの間、私たちを守ってくれる

桜の見どころ

常夜灯

スカイツリー、富士山や草花など被写体が豊富

秋の陽気にボートを浮かべて

江戸川で秋の自然を楽しんでください

川
に
沿
う
街 

行
徳

地
元
の
人
た
ち
に
よって

造
ら
れ
た
江
戸
川
放
水
路

　若いときから写真を撮っていて、江戸川には
よく行きます。
　特に早朝や夕焼け、変わった形の雲が出た
時などは、いつも新しい出会いがあります。あま
りにも夕焼けが美しいときは、散歩している人
やランナーも立ち止まりスマートフォンで撮影し
てしまうくらいです。本格的に写真を撮る人も、
気軽に撮る人も満足できますよ。11月前後は
ダイヤモンド富士が見えるので楽しみです。

　波が小さく安全な江戸川放水路でのハゼ釣りは、家族連れ
にぴったりです。初めてでも簡単に釣れますし、秋には、サイズも
大きくなり、釣れたときの感触をより楽しめます。釣った後は、10
センチメートルより大きいものは開いて天ぷらに、小さいものは
放流するかから揚げに、数が釣れない場合は野菜と一緒にか
き揚げにするのがおすすめ。さらに骨は素揚げにして、“骨クッ
キー”にするとカルシウム豊富なおやつ、おつまみになります。

鈴木さんからのアドバイス
１）場所を変えて釣る。ボートを借りるといいでしょう。
２）ボートを借りるとき、釣れる場所を聞く。
３）天気予報をチェック。またインターネットで潮見表を確認する。
満潮・干潮前後の1時間は釣れにくいです。

　これからの季節は、バードウォッチングが
おすすめです。里見公園下の江戸川河川
敷には最近市内でも見かけなくなったキジ
が生息し、オオタカなどの猛

もう

禽
きん

類
るい

、モズやホ
オジロ、さらにベニマシコなどの珍しい野鳥
も飛来します。東京湾に近いところにはサ
ギが多く、春秋の渡りの季節にはシギやチ
ドリ、冬にはカモを見ることができます。
　親子で訪れるなら、河川敷の草むらを見
てください。バッタやカマキリなどの虫たち
が隠れていますよ。

実は貴重な生き物がいます。
　江戸川は、かつての汚れた川のイメージから
はすっかり変わりました。春にはアユが遡

そ

上
じょう

し、
コイやフナ、ウナギなども暮らしています。海の
近くでは最北限に生息すると言われているトビ
ハゼ、河川敷の一部には県内でも珍
しいフジバカマ、ヨシ原の一部には市
川市天然記念物のヒヌマイトトンボが
生き残っています。これらは市と国
や県、市民、研究者などが力を合わ
せて守ってきたものです。

　

私
が
小
さ
い
頃
、江
戸
川
は
と
て
も
身
近
な

存
在
で
し
た
。土
手
が
広
が
り
、桟
橋
で
衣
類

や
食
器
を
洗
っ
て
い
た
も
の
で
す
。ま
た
新
川
・

小
名
木
川
な
ど
を
経
由
し
、船
で
日
本
橋
ま

で
行
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

川
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、江
戸
時

代
に
行
徳
で
作
ら
れ
た
塩
を
江
戸

城
に
運
ぶ
た
め
で
す
。や
が
て
、成
田

山
へ
の
参
拝
が
盛
ん
に
な
る

１
８
０
０
年
頃
に
は
、旅
人
が
行
き

来
し
、常
夜
灯
が
建
て
ら
れ
た
新
河

岸（
現
在
の
常
夜
灯
公
園
の
あ
た
り
）

を
中
心
に
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
、人
々
の
生
活
に
添
う
江

戸
川
、こ
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

曽
祖
父
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、放
水
路

が
で
き
る
前
は
田
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。八
幡
と
行
徳
は
地
続
き
で
、我
が
家
は

現
在
の
行
徳
橋
の
上
流
に
あ
っ
た
そ
う
で

す
。水
害
を
何
度
か
被
り
、風
呂
桶
が
約
３

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
本
八
幡
付
近
ま
で
流
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。

　

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
、大
正
５

年
か
ら
放
水
路
を
掘
削
し
た
の
で
す
が
、

堤
防
の一
部
は
地
元
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て

人
力
で
造
っ
た
そ
う
で
す
。当
時
は
手
作

業
も
あ
り
大
変
苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

工
事
に
あ
た
り
、家
な
ど
を
動
か
し
た
の

で
す
が
、放
水
路
の
場
所
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
春
日
神
社
が
行
徳
の
胡
録
神
社
の
敷

地
に
あ
る
の
は
、そ
の
証
し
で
す
。

佐々木健さんが江戸川沿いで撮影した写真

市川市写真協会
IPPSクラブ
佐々木 健さん

フジバカマ

モズ

ヒヌマイトトンボ

トビハゼ

フジバカマの
群生地

サイクリングロード

　小岩へ行き来する乗船場があったた
め、江戸時代初期にこの関所が設けら
れました。「出女と入鉄砲」が厳しく取り
締まられたという記録が残っています。

市川関所跡

自然博物館
金子 謙一学芸員

ハゼ釣りの書籍を
多数出版している
鈴木 和明さん

東京
メト
ロ東
西線

行徳文化懇話会
会長 田中 愛子さん

放水路ができる前
から代々住んでいる
早川 宏さん

歴史
を知る

江戸
川を知る

写真
を撮る

江戸
川を知る

ハゼを釣る

自然
と親しむ

体を動かす

トビハゼの生息地

ハゼ釣りスポット

JR京
葉線

WC P
トイレ・駐車場

WC
トイレ

桜オーナー制度桜オーナー制度
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武線

市川
橋

WC
トイレ

江
戸
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橋

行
徳
橋

新
行
徳
橋江戸川水

すい

閘
こう

門
もん

行
徳
可

か 動ど
う 堰ぜ

き

仮
称
妙
典
橋（
建
設
中
）

市川
大橋

サ
イ
クリングロード

サイクリングロード

今井橋

歴史
を知る

史跡
を巡る

史跡
を巡る

WC P
トイレ・駐車場

▲建設中の仮称妙典橋


